
令和６年度第３回さいたま市社会教育委員会議 次第 

（第12期第５回会議） 

 

日時：令和６年11月25日（月） 

10時00分から 

会場：市役所第二別館 ２階 

教育委員会室 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 議 事 

⑴ 報告事項 

・ 前回会議について 

・ 第66回全国社会教育研究大会 茨城大会について 

 

⑵ 協議事項 

・ 第12 期社会教育委員会議 提言の作成について 

 

４ 連 絡 

 

５ 閉 会 



令和６年度第３回(第 12 期第５回)さいたま市社会教育委員会議 出席者名簿 

№ 氏 名 選出母体等 備 考 

1 石川 敬史 十文字学園女子大学教授 副議長 

2 石﨑 敬吾 さいたま市中学校長会 欠席 

3 井上 久雄 青少年育成さいたま市民会議副会長  

4 今川 夏如 さいたま市ＰＴＡ協議会前副会長  

5 加藤 美幸 十文字学園女子大学学修支援員  

6 小林 玲子 公民館運営審議会委員 欠席 

7 佐野 操 埼玉県家庭教育アドバイザー  

8 澁谷 知範 公募委員  

9 関根 広美 
特定非営利活動法人さいたまＮＰＯセンター

専任委員 
 

10 鶴ヶ谷 柊子 浦和大学講師 欠席 

11 林  弘樹 映画監督  

12 藤田 成司 さいたま市立小学校校長会 欠席 

13 吉川 洋一 (公財)さいたま市スポーツ協会副会長 欠席 

14 吉沢 浩之 さいたま商工会議所常務理事 欠席 

15 若原 幸範 聖学院大学准教授 議 長 

（50 音順） 

 

（事務局） 

1 佐野 公子 教育委員会事務局生涯学習部長 

2 辰市 健太朗 教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課参事兼課長 

3 玉城 伸 教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課副参事 

4 石田 悦子 教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課長補佐兼企画振興係長 

5 管野 敬之 教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課家庭地域連携係主幹  

6 三村 悟 教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課企画振興係主査 

7 伊藤 智美 教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課企画振興係主査 

8 駒井 友里香 教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課企画振興係主事 

9 井出 浩史 教育委員会生涯学習総合センター参事兼副館長 

10 阿久津 玲子 教育委員会中央図書館資料サービス課長補佐 
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第 12 期社会教育委員会議 提言の作成について 

 
１ 会議スケジュール 

回／開催時期 主な審議内容 

第１回／令和５年 11 月 ○ 協議内容について 

第２回／令和６年 １月 ○ 協議内容について 

 ・協議テーマの設定 

 ・協議課題の設定 

 ・ワークショップ・視察先案について 

勉強会／令和６年 ３月 ○ 第１回ＷＳ BABA lab・シビックテックさいたま 

第３回／令和６年 ７月 ○ 第２回ＷＳ チャレンジスクール 

第４回／令和６年 ９月 ○ 第３回ＷＳ 認定 NPO 法人みんなの夢の音楽隊 

第５回／令和６年 11 月 

今回の会議 
○ 協議内容のまとめについて 

第６回／令和７年１月頃 ○ まとめの内容について（骨子の作成） 

第７回／令和７年７月頃 ○ 成果物完成の報告 

 
２ 協議テーマ・課題 

 
 
  

「働く世代の生涯学習と、地域活動への橋渡し」を実現していくための方策について 
⑴ 働く世代が生涯学習を身近に感じるきっかけづくり 
⑵ 働く世代が地域活動につながる仕組みづくり 

資料１ 
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３ ワークショップから見えたキーワード 
⑴ 人と人を結びつける「つながり」について 

第１回ＷＳ 
副議長まとめ 

活動を推進する人をサポートする人の存在が重要。団体の中で人と人とを

結びつけるブリッジとなるような人がいることにより、活動が無理なく継

続され、地域の中のつながりが広がっていく。 
第２回ＷＳ 
副議長まとめ 

世代や組織、所属を超えたボランティアの担い手同士の繋がりをどう形成

していくか。 
第２回ＷＳ 
議長まとめ 

つながりをどのように作っていくかが鍵である。現在関わりがなくても、

過去の経験を入り口としてつながる可能性がある。 
 

⑵ 地域活動につながる「場」について 
第１回ＷＳ 
副議長まとめ 

既定の概念にとらわれない自由な空間で人と人が繋がりあうことが居心

地の良さに繋がっている。互いの価値観を認め合うボーダーレスな空間が

形成されている。 
第２回ＷＳ 
議長まとめ 

多様な方が繋がりやすい学校という場を生かし、ボランティアの活動で多

様な関わり方ができる機会や企業との関わりもできている。 
第３回ＷＳ 
副議長まとめ 

緩やかで自然な繋がりが自分らしさを支えている。自然の流れのように緩

やかな営みや育みが事業の中で行われている。 
第３回ＷＳ 
議長まとめ 

目的を表に出していくのではなく、生涯学習に繋がる場や環境を作ってい

くことが重要。 
 

⑶ 継続の重要性について 
第１回ＷＳ 
副議長まとめ 

細く長く続けることがポイントとして挙げられている。一方で、活動を意

地でも続けるという話もあった。 
第３回ＷＳ 
議長まとめ 

楽しさやワクワク感が活動の意欲となり、繋がりを広げることにもなる。

楽しさを生涯学習にどのように組み込んでいくか。 
 

⑷ 学習者としての生涯学習について 
第２回ＷＳ 
副議長まとめ 

サービスを受ける、提供するというような関係性ではなく、いかにスパイ

ラルを形成していくのか。 
第２回ＷＳ 
議長まとめ 

自分たちの取り組みを生涯学習としてどのように理解し、認識するのか、

学習者としての在り方を考える機会を設けることも必要。 
第３回ＷＳ 
議長まとめ 

自分のためだけでなく、子どもや地域のためにという目標を設定すること

で非常に豊かな活動や学習が生じる。持っている知識や能力を生かすとい

うことをスタート地点とすることも重要。 
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４ 協議内容のまとめ 

 

５ 協議内容のまとめについての意見交換 

⑴ 各委員で各協議議題に盛り込みたい内容を考え、付箋に書き出す。（５分） 

ＷＳを振り返り提言に盛り込みたい内容      → 黄色の付箋 

新たに追加する提言内容（国等の動向を踏まえて） → ピンクの付箋 

 

⑵ 付箋を模造紙に貼り付けながら、各委員が２分ずつ内容を発表する。（35 分） 

 

⑶ 自身の発表の補足、互いの提言内容についての意見や質問、話し合い。（25 分） 

 

⑷ 議長、副議長より会議の総括（10 分） 

【提言書の構成案】 

１ はじめに 

本市の生涯学習行政・社会の動き・社会教育委員会議の実施状況等について触れる。 

２ 「働く世代の生涯学習と、地域活動への橋渡し」を実現していくための方策について 

提言の中心となる部分。これまでのワークショップでの話し合いを基に、「働く世代の生涯

学習と、地域活動への橋渡し」を実現していくための提言を行う。 

⑴ 働く世代が生涯学習を身近に感じるきっかけづくり 

⑵ 働く世代が地域活動につながる仕組みづくり 

３ ワークショップの記録 

各回ワークショップの実施状況、発表内容等について報告 

４ おわりに 

第 12 期社会教育委員会議の全体のまとめ 

５ 資料編 

第 12 期社会教育委員会議の実施記録等 

⑴ 第 12 期社会教育委員会議審議経過 

⑵ 第 12 期さいたま市社会教育委員名簿 



12 資料２




